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機関誌改訂のごあいさつ　　　　

栃木県電気工事業工業組合　　

理事長　阿久津　　宗　

　昭和22年５月２日に、栃木県電気工事業工業組合は栃木県宇

都宮市の曲師町で、呱々の声をあげましたが、これを記念して、

一昨年、創立60周年記念誌を発行、本年で62周年を迎えました。

　この栄えある欣快事は、歴代理事長をはじめ、役員、諸先輩、組合員皆様の幾山河

を乗り越えながらの「山河襟帯」の血涙、また、日頃の皆々様の獅子奮迅の活躍の賜

にほかならないと思います。衷心より敬意と感謝を申し上げたいと思います。

　ひるがえって、当組合は、創立以来、現在まで長きにわたって、機関誌「組合

ニュース」を発行、現在556号を数えるにいたりました。この間、発行にあたっては

経済情勢など幾多の浮き沈みの激しい中、これを継続するには、ご苦労も並大抵では

なかったに違いありません。歴代理事長、役員の方々の馳みない研鑚努力に対し、重

ねて感謝申し上げる次第でございます。

　さて、当組合は、半世紀を越えるというこの偉大な節目に、これまで培ってきた、

「組合ニュース」を、ここで思い切って改訂することに決定いたしました。数回にわ

たり理事会を開き、慎重審議を経て改訂に踏み切りました。心の余裕が生まれる、と

いうことの例えに、「60にして耳順」という言葉があります。さきほど申し上げま

したように、60周年を機に、心の余裕をもちつつ、時代の変化に応じた新しいスタ

イルの組合ニュースに衣替えを図りたいと思います。

　改訂の狙いとしては、新しい技術面、新しい経営感覚など、多くの参考例を掲載す

る中で、内容を充実し、「組合ニュース」を通じ、本部と各支部、支部と支部間のコ

ミュニケーションづくりや個々人の結びつきをより強いものにし、相互による前向き

建設的な情報提供、情報交換など連絡を蜜にし、組合の維持向上発展に供したいと思

います。

　改訂版は、Ａ４判で約10ページ建てとなる予定です。

　今回の改訂により、特に役員の皆様には、制作、編集面などに関し、これまで以上

の過大な尽瘁をおかけすることになると思いますが、この改訂版の組合ニュースが、

栃木県電気工事業工業組合及び組合員企業の進歩発展を促してくださるなら、その苦

しさもまた、お互いの進歩の母であると、確信するものです。

　今後とも倍旧のご指導、お力添えを賜りますよう、謹んでお願い申し上げ、ご挨拶

とさせていただきます。
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第557号

主催　社団法人全関東電気協会　　　協賛　東京電力株式会社

第19回全関技術競技大会　栃木県チーム　優勝

　全関技術競技大会とは、㈳全関東電気協会・会員における電気工事の的確な施工と安全を重視し

た基本作業の定着及び公衆安全の確保をはかるとともに、信頼される登録調査機関として、調査員

の調査技能の向上、合わせて優良機材の推奨普及に努める事を

目的として、関東１都６県で競技を行っています。

　栃木県電気工事業工業組合は12支部がローテーションで栃木

チーム代表として出場しています。

　今年度は９月２日、東京電力㈱枝川技能訓練所にて、栃木

チーム小山支部が代表、選抜された５名が出場しました。

　記録的な猛暑が続く中、競技課題の確認を兼ねての訓練を重

ね、チームワークを万全に整え、いざ出陣！！！

　当日は日頃から培った技術を存分に発揮し、作業確認

はもちろん安全呼称もしっかり行い、大変手際がよいと

審査委員の方の激励のコメントも頂きました。

　優勝を栃木県チームが獲得。メンバーは喜色満面で賞

状と目録を授与しました。

　優勝は平成６年芳賀支部以来の快挙で、来年度は栃木

支部が代表出場予定です。栃木支部の皆さんも今大会を

視察、小山支部の受賞については、来年度への良い刺激

となりました。

✜ 審 査 結 果 ✜
　優　勝　関東東北産業保安監督部　　　　　部長賞　　栃木県チーム

　２　位　東京電力株式会社　　　　　　　　社長賞　　千葉県チーム

　３　位　財団法人関東電気保安協会　　　　理事長賞　埼玉県チーム

　４　位　全日本電気工事業工業組合連合会　会長賞　　静岡県チーム

　５　位　社団法人全関東電気工事協会　　　会長賞　　群馬県チーム

　努力賞　東京都　神奈川県　茨城県　山梨県
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主催　全日本電気工事業工業組合連合会

第27回電気工事業全国大会in北海道函館

　電気工事業全国大会とは毎年テーマを決め、全国の組合員が一拠点に集結し、意見交換会、基調

講演、大会式典、アトラクションと懇親会を行う大会で毎年開催されています。

　今年は北海道電気工事業工業組合が主管にて９月９日北海道函館市にて開催されました。

〜テーマ〜

　メイン「『地域おこしは北海道から』変化を選択した

　　　　　『今』未来を見つめ地域再生の礎に！」

　サ　ブ「社会環境の変化に対応し、明るい地域社会建設のため業界ぐるみで取組もう！」

　　　　「大切な自然を残し、地域再生実現へ向け、省エネ・創エネ・蓄エネ事業に取組もう！」

　　　　「『ようこそ北海道へ』味わおう、体験しよう、とことん北海道」

　今大会には全国から約2,000名の組合員が

結集し開催され、栃木県電気工事業工業組合

も理事長をはじめとする役員、組合員、青年

部と参加しました。

　意見交換会は各テーブルに８～10名の全国

各地の組合員の方々と、テーマに基づいた内

容にて、現在の組合活動の取り組み、様々な

観点からの地域社会の皆様が電気を安全安心

して利用できるような今後の活動について

の意見を出し合いました。低炭素社会・高齢化社

会、高度情報化社会。様々なニーズに応えられる

電気工事業界をめざし、提案型技術営業をより活

発化できるよう研修を開催し全国の組織が一体と

なり推進を目標。

　基調講演では講師に駒澤大学付属都苫小牧高等

学校野球部元監督の香田誉士史氏を招き“個々と

の対話から導く『育成術』”をテーマに講演。大

会式典、アトラクション、懇親会と盛大に開催さ

れました。
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主催　低炭素スタイルSwitch！オール電化体験フェスタ2010秋実行委員会

オール電化体験フェスタ2010秋

　　開　　催　　平成22年10月30日（土）、31日（日）

　　会　　場　　マロニエプラザ（栃木県立宇都宮産業展示館）

　　後　　援　　栃木県、下野新聞社、とちぎテレビ、栃木県電気工事業工業組合

　　入場者数　　30日　736組　1,754名 ／ 31日　1,430組　2,669名

　「オール電化体験フェスタ2010秋」が開催され、当組合も保安事業委員会、技術事業委員会、青

年部の方々に協力を頂き前回好評だった『ちびっこ電気工事体験コーナー』、『電気何でも相談窓

口』を出展しました。『体験コーナー』は、青年部の方々が体験されるお子様に体験内容を説明

し、ソケットと電線をつなぎ、１ｍの延長コードを作成。電球（ＬＥＤ）が燈ると完成。顔写真入

りの“未来の電気工事士免許証”発行し首から提げてもらい、住電工のチラシを入れたお菓子を配

布、持ち帰ってもらうコードについての注意点を説明して体験を終了。

　ブースを囲む集中もあり順番待ちをする混雑や２日間来場されたお客様から「また体験しに来ま

した」とお声を頂いたりと大変好評でした。お子様以外にも興味を持たれた、若いカップルの方や

ご年配の方、お子様と一緒に親御さんも体験をされ、多くのスペースを『体験コーナー』が占有す

ることになりましたが、お子様を待たれているご両親から電気についての質問や相談を受けまし

た。

　栃木県福田知事も当ブースを拝覧し、お子様の笑顔で笑みを・・・足を止め

て頂きました。青年部粟田会長が知事へお

声かけし、当組合のアピールを兼ね、体験

コーナーについての青少年の育成などの軽

く会話もされたようです。

　　　　当ブース来場者数

　　　　　30日　　132名

　　　　　31日　　116名

　　　　　　　　計248名
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協賛　北関東電設資材卸業協同組合　電設資材メーカー各社

第29回電設業界親睦チャリティーゴルフ大会

　　開　　催　　平成22年11月５日（金）　　天候・・・快晴

　　会　　場　　宇都宮カンツリークラブ

　　参　　加　　東京電力株式会社、北関東電設資材卸業協同組合、

　　　　　　　　㈶関東電気保安協会、㈳東京電気管理者技術協会、

　　　　　　　　栃木県電気工事業工業組合員

　　組　　数　　28組　101名

　毎年、参加者が100名を越える盛大な開催となっており、関係団体の皆様と組合員の方々の親睦

とチャリティー基金を目的としております。今大会も秋晴れのゴルフ日和、よいコンディションで

８時19分からスタートとなりました。午前のプレーを終了した時点で、スコアカードに目を通し、

午後のプレーに望みをかける方もいらっしゃいました。日頃の疲れを汗と共に流し清々しく感じて

いる方など、有意義ある時間を皆様過ごして頂けたようです。

　最終組の後に成績発表と表彰式パーティーを開催。当組

合：阿久津理事長、北関東電設資材卸業協同組合：藤井昌

一理事長、東京電力㈱栃木支店：須賀正和副支店長より挨

拶を頂いた後、関東電気保安協会宇都宮事業所：鹿野晃所

長より乾杯の音頭を頂きパーティーを開催。喉をうるおし

ながら、共にプレーした仲間同士がゴルフ談義に花を咲か

せ、親睦の輪も広がった事と思います。熱戦の余韻と少々

の疲れも感じながらの解散となりました。

　成績発表

　ネットの部

　　優　勝　　千本　　修（芳賀支部） 

　　準優勝　　舘野　　章（東京電気管理技術者協会）

　　三　位　　涌井　唯司（芳賀支部） 

　グロスの部　

　　優　勝　　舘野　　章（東京電気管理技術者協会） 

　　準優勝　　関口　克也（足利支部）

　　三　位　　阿久津　一行（宇都宮支部） 

　団体賞（支部別上位３名ネットスコアにて）

　　優　勝　　芳賀支部 

　　準優勝　　鹿沼支部

　　三　位　　那須支部

　この様な楽しい一日を共感できる仲間との時間が明日への活力になって頂ければ幸いに存じま

す。・・・・皆様の一層ご活躍されますこと御祈念申し上げます。

　来年度も是非御参加頂けますようお願い致します。

　※チャリティー基金として参加費の一部と当日頂きました寄付金を、下野奨学会と奄美地方大雨

　　災害に伴う義援金へ寄付させて頂きました。

準優勝　舘野氏▲

▲優勝　千本氏
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伝統「足利の花火」支える足電工組青年部

　明治36年、渡良瀬橋の完成を祝い、河川敷で花火を打ち上げたのが始ま

り。現在では足利全市民が楽しめる夏の風物詩として定着。北関東最大規

模の花火大会が、今年は８月７日に開催された。

この伝統ある花火大会を支える裏方として、当初は組合で、後に青年部の

活動として引き継がれ、電気工事を請け負っている。今年も炎天下と闘い

ながら、若い力で実施。無事故で完了。夜には見事な

大輪の花が、夜空を彩った。

　また、当日夕方には、「電気安全月間」の広報用う

ちわも見物客に配り、「電気の安全」についても呼び

かけた。

女性研修旅行　

　芳賀支部は毎年女性研修旅行

を実施しております。Ｈ21年は

福島の梨狩りと桧原湖遊覧、Ｈ

20年は三菱電機ＩＨ講習会と足

利ココファームにてワイナリー見学とコース料理、Ｈ

19年は帝国ホテルでランチバイキングと劇団四季「ラ

イオンキング」観劇、Ｈ18年は横浜「電気の史料館」

視察とロイヤルウイング船上のコース料理と赤レンガ

倉庫でのショッピング等々、毎年芳賀支部女性研修旅

行は参加者の方から大変好評をいただいております。

　今年も７月29日（木）に実施いたしました。参加者

34名、うち大人23名夏休みというのもあり子供11名での参加となりました。今年は福島第一原子力

発電所の見学、発電所近くのふれあいパークで昼食、そして桃狩りを楽しんでのコースです。原子

力発電所での見学では、自然エネルギーの太陽光発電の特徴を遊び感覚で体感したり、原子炉の疑

似体験や発電所の中央操作室をモデルにした運転操作訓練用の施設の見学したり、夏休みで見学に

支 部 だ よ り

足利　
支部

芳賀　
支部
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参加していたお子さまたちも熱心に聞き入っておりました。そ

の後昼食を済ませ、飯坂方面に移動し短時間でしたが、桃狩り

で甘～い桃を十分に堪能し、帰宅の途につきました。当日の予

報では雨となっており、屋外での桃狩りを心配しましたが、桃

狩りが終了するまでは心配するほどの雨も降らず楽しく日帰り

旅行を満喫することができました。

支部事務所新築と組合活動　　　

支部事務所新築・移転（平成22年５月12日完成）

名 　 称 栃木県電気工事業工業組合　栃木支部

住 　 所 〒328－0024　栃木市樋ノ口46－8

電話・FAX 0282－20－7680・ 0282－20－7681

面 　 積 93坪

事 務 所 棟 約９坪

会議・研修棟 約３坪（各１棟）

　組合員、行政・関係団体の皆様のご指導、ご理解により事務

所新築がかないました。

　今までの事務所は、旧東京電力㈱栃木営業所３階を借用して

いましたが、入退出の規制等もあり組合員から不便であるとお

声を頂いていましたし、借用期間の問題等がありました。

　これからの電気関係は、益々高度化する時代になると思われ

ます。この様な中、地域社会の皆様が、安全に安心して、電気

を使用できるように、時代にあった社会（低炭素社会・高度

成長化社会・高度情報化社会など）の情報を発信できる支部へ。

組合員活性化のため一丸となりより便利に活用できる事務所運

営を行わなければならない。

　目的を達成する為に事務所を有意義に活用して頂けますよう、

事務所新築落成式典を挙行しました。

日　　　　時 平成22年７月23日

場　　　　所 栃木サンプラザ会館

来　　　　賓

国会議員、栃木市長、東京電力㈱、㈶関
東電気保安協会、㈳東京電気管理技術者
協会、当組合理事長、小山・佐野・足利
支部長、他25名

当支部組合員 60名

　式典は、来賓祝辞・紹介、懇親会ではアトラクションを入れ

盛大に開催されました。

支 部 だ よ り

栃木　
支部
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青年部 だより 「仲間」そして「絆」      　    　

青年部会 会長　粟田　勝実　

　皆さんこんにちは、今期青年部会会長を仰せつかっております、足利支

部の粟田（あわだ）と申します。今回、青年部の紹介をさせて頂きます。

　平成22年10月現在、県内12支部中、登録支部は９支部、部員数は66名で

す。主な事業と致しましては、５月の通常総会に始まり、隔月開催の代表

幹事会、年２回の技術講習会、視察研修旅行、新春賀詞交歓会などを開催

しております。親会事業への参加と致しましては、オブザーバー参加を含

む理事会への出席、東電主催オール電化フェアへの協力、チャリティーゴルフ等へも参加しており

ます。また、関東の青年部員200名強が集結する全関会員大会への参加、そして、毎年2000人規模

で開催される全日電工連全国大会にも参加しています。全国大会での催事の一つ、「全日電工連青

年部協議会意見交換会」には、全国から700名強の青年部員が集まり、熱い思いをぶつけ合う姿は

毎年恒例となっています。さらには、栃木県青年経営者中央会の事業にも積極的に協力しておりま

す。

　さて、青年部の存在意義とは何でしょうか？「ただの仲良し会？飲み友達？お飾り？」そうでは

ありません。過去を振り返れば、いつの時代も歴史を動かしてきたのは、私達と同じ年代の人達で

した。いずれ時が来れば、誰もが親会に上がる事になります。少々の失敗は許され、親会へ移行す

るためのシミュレーションの場でもあります。必ず世代交代は行われるわけではありますが、電気

工事業界の未来は、私達青年部に託されていると言っても過言ではありません。

　青年部に入ると、とにかく日本全国に沢山の仲間が出来ます。様々な情報交換はもちろんの事、

県内、全関東レベル、全日本レベルにおける仕事の案件の助け合いは、今や当たり前の様にやり取

りされています。このネットワークを利用することにより、「新たな経験、販路拡大、活路開拓」

が出来、正に鬼に金棒、怖いものはありません。経験した事の無い仕事でも、青年部内には必ず経

験者がいて、協力し合う事により仕事を受注する事が出来ます。

　同業者間では本当の意味での仲間は作りにくく、なかなか腹を割って話せる友人も出来にくいと

思いますが、青年部ではそれが現実の物となります。時々、飲みニケーションも図りながら、仕事

も遊びも真剣な青年部です。全国に仲間を作り、お互い切磋琢磨し、電気工事士としてはもちろん

の事、人間としてより高いステージを目指しませんか？協力し合い、自分自身と自社を成長させま

しょう！

　ところで、青年部に入るにはどうしたら良いのか？青年部入会の資格として、「栃木県電気工事

業工業組合に所属する組合員本人、または組合員の子弟及び後継者たる従業員で、45才未満の者と

する。」そして、前述の資格者であって「支部長又は、支部

員の推薦を受けて加入する事が出来る。」となっています。

但し、「ただ入っていれば何もしなくても利益がある」と誤

解されてしまいがちなのですが、そうではありません。積極

的に青年部活動に参加し、自らメリットを見出して欲しいと

思います。「家宝は寝て待て」「棚からぼたもち」ではな

く、「虎穴に入らずんば」なのだと、付け加えさせて頂きま

す。青年部に入り、ネットワークを手に入れ、沢山の「仲

間」、そして「絆」を作りませんか？青年部はあなたをお待

ちしています。あなたの力をお貸し下さい！
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講習会だより✐

　栃木県電気工事業工業組合に隣接して電気技能研修センターがあり様々な講習の場として

利用しています。

　栃木県から職業訓練校として認定を受け、毎年度電気に関する講習を開催。ほか、（独）製

品評価技術基盤機構（通称：ＮＩＴＥ）より委託を受けての第一種電気工事士定期講習会。

また、提案型技術営業研修会、太陽光発電システム研修会、電気自動車（ＥＶ）用の充電設

備設置工事研修会、低圧電気取扱い業務特別教育、自由研削砥石特別教育などの特別講習会

も開催しています。

◆２種電気工事士受験準備講習会開催◆
【学　科】 ４月24日㈯・25日㈰／５月８・15・22・29（毎土曜日） ６日間

【実　技】 ７月３日㈯・４日㈰・10日㈯・17日㈯・18日㈰ ５日間

実 施 結 果 学　　科 技　　能

受 講 者 数
（ 会 員 ・ 外 ）

52名 39名

（17・35） （12・27）

組 合 合 格 率 61.5％ 83.3％

（全国合格率） （59.8％） （73.0％）

　※約31名の第二種電気工事士合格者を輩出しました

◆高圧ケーブル講習会開催◆
10月18日㈪・19日㈫ ２日間

◆１種電気工事士受験準備講習会◆　　
【学　科】 ９月４日㈯・11日㈯・12日㈰・18日㈯・19日㈰・25日㈯・26日㈰ ７日間

【実　技】 11月13日・20日・27日（毎土曜日） ３日間
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